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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第15期

第１四半期連結
累計期間

第16期
第１四半期連結
累計期間

第15期

会計期間

自平成23年
３月１日
至平成23年
５月31日

自平成24年
３月１日
至平成24年
５月31日

自平成23年
３月１日
至平成24年
２月29日

売上高 （千円） 8,421,6809,151,23734,624,754

経常利益 （千円） 705,120 854,7243,558,313

四半期（当期）純利益

又は四半期純損失（△）
（千円） △81,519 237,9161,314,569

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △81,453 303,4191,284,310

純資産額 （千円） 4,761,8556,029,0326,127,239

総資産額 （千円） 14,203,12818,568,35516,514,476

１株当たり四半期（当期）純利益金額 

又は１株当たり四半期純損失金額（△）
（円） △5.32 15.54 85.84

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 33.5 32.5 37.1

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。　

　　　　４．第15期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業

会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理をしております。

　

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

また、平成24年３月１日付で株式会社ルモンデグルメの全株式を取得し、新たに子会社に加わっております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、依然として厳しい状況にある中で、東日本大震災からの復興

需要を背景として個人消費や生産活動において緩やかに回復しつつあるものの、電力供給問題や欧州の債務問題等

の懸念も依然として不透明な状況となっており、先行きの不透明な状況で推移いたしました。

外食産業におきましても、電気料金の値上げや消費税問題等を背景とした消費者の節約志向の継続や、低価格販

売競争の継続等、厳しい経営環境が続いております。

　こうした環境の中、当社グループは、蓄積された経験・ノウハウと、既存の経営資源及び本社ビルの機能を最大限

に活用しながら、企業価値の向上に努めてまいりました。

　当第１四半期連結累計期間におきましては、効率的な人員配置を踏み込んで実施するとともに、効率化された本社

機能を活用し、既存店舗の店舗力向上に注力してまいりました。また、優良案件に絞り込んだ出店や商況の変化に合

わせた業態変更及び撤退等の迅速な判断を行い、レストラン10店舗、フードコート15店舗、合計25店舗の新規出店を

行う一方、収益構造の改善を図るべく３店舗の業態変更及び５店舗の撤退を実施いたしました。加えて、３月１日付

で株式会社ルモンデグルメの全株式を取得し子会社化したことにより、新たに７店舗が当社グループに加わりまし

た。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は9,151百万円（前年同期比8.7％増）、営業利益813百万

円（前年同期比60.3％増）、経常利益854百万円（前年同期比21.2％増）、四半期純利益237百万円（前年同期は81

百万円の四半期純損失）となりました。  

  

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

 

（３）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 63,600,000

計 63,600,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年５月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成24年７月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,314,832 15,314,832
東京証券取引所

（マザーズ）
単元株式数100株

計 15,314,832 15,314,832 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年３月１日～

平成24年５月31日　
－ 15,314,832 － 1,012,212 － 1,224,170

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成24年２月29日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。　

①【発行済株式】　

 平成24年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　15,313,700 153,137
権利内容に何ら限定のない当社に

おける標準となる株式

単元未満株式 普通株式       1,132 － 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 15,314,832－ －

総株主の議決権 － 153,137 －

  

②【自己株式等】

平成24年５月31日現在　

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

　

　

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年３月１日から平成

24年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年３月１日から平成24年５月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,808,525 5,151,814

売掛金 1,606,318 1,954,192

原材料 81,851 137,537

その他 476,349 378,193

流動資産合計 5,973,045 7,621,737

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,817,357 6,186,073

その他（純額） 1,554,006 1,583,943

有形固定資産合計 7,371,363 7,770,017

無形固定資産

のれん 25,449 67,948

その他 25,161 52,690

無形固定資産合計 50,610 120,639

投資その他の資産

差入保証金 1,950,876 2,034,435

その他 1,168,579 1,021,526

投資その他の資産合計 3,119,456 3,055,962

固定資産合計 10,541,430 10,946,618

資産合計 16,514,476 18,568,355
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年２月29日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年５月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 660,522 887,047

短期借入金 1,557,880 2,620,231

未払法人税等 620,900 393,273

店舗閉鎖損失引当金 114,632 58,329

資産除去債務 95,368 89,558

その他 1,931,356 2,718,142

流動負債合計 4,980,661 6,766,581

固定負債

長期借入金 4,179,568 4,502,095

資産除去債務 1,078,541 1,117,507

その他 148,465 153,138

固定負債合計 5,406,575 5,772,741

負債合計 10,387,236 12,539,323

純資産の部

株主資本

資本金 1,012,212 1,012,212

資本剰余金 1,224,170 1,224,170

利益剰余金 3,921,024 3,757,314

自己株式 △44 △44

株主資本合計 6,157,363 5,993,653

その他の包括利益累計額

繰延ヘッジ損益 554 △607

為替換算調整勘定 △30,677 35,986

その他の包括利益累計額合計 △30,123 35,379

純資産合計 6,127,239 6,029,032

負債純資産合計 16,514,476 18,568,355
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年５月31日)

売上高 8,421,680 9,151,237

売上原価 2,293,500 2,466,109

売上総利益 6,128,179 6,685,127

販売費及び一般管理費 5,620,840 5,872,065

営業利益 507,339 813,061

営業外収益

協賛金収入 38,746 38,375

消費税等免除益 129,344 －

雇用調整助成金 34,087 13,247

その他 20,186 11,531

営業外収益合計 222,364 63,154

営業外費用

支払利息 16,040 16,443

その他 8,542 5,048

営業外費用合計 24,583 21,491

経常利益 705,120 854,724

特別損失

減損損失 154,144 32,746

店舗閉鎖損失 21,759 2,167

店舗閉鎖損失引当金繰入額 69,138 4,440

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 522,279 －

その他 50,657 471

特別損失合計 817,980 39,826

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△112,860 814,897

法人税等 △31,340 576,981

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△81,519 237,916

四半期純利益又は四半期純損失（△） △81,519 237,916
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年５月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△81,519 237,916

その他の包括利益

繰延ヘッジ損益 66 △1,161

為替換算調整勘定 － 66,664

その他の包括利益合計 66 65,502

四半期包括利益 △81,453 303,419

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △81,453 303,419

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年５月31日）

（１）連結の範囲の重要な変更

　　　当第１四半期連結会計期間より、株式会社ルモンデグルメは平成24年３月１日付で同社の全株式を取得し子会社とし

たため、また当社の非連結子会社であった上海創思餐飲管理有限公司は重要性が増したため、それぞれ連結の範囲に

含めております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年５月31日）

税金費用の計算   税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純損益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。　

　

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年５月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る四半

期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれ

んを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は次のとおりであります。　

  
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年３月１日
至  平成23年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年３月１日
至  平成24年５月31日）

減価償却費 249,542千円 265,403千円

のれんの償却額 10,716千円 10,716千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年３月１日　至　平成23年５月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類

配当金の

総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日
効力

発生日
配当の原資

平成23年５月25日

定時株主総会
普通株式 336,924 22平成23年２月28日平成23年５月26日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年３月１日　至　平成24年５月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類

配当金の

総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日
効力

発生日
配当の原資

平成24年５月30日

定時株主総会
普通株式 382,868 25平成24年２月29日平成24年５月31日利益剰余金

EDINET提出書類

株式会社クリエイト・レストランツ・ホールディングス(E05517)

四半期報告書

13/16



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年３月１日　至　平成23年５月31日）

当社グループは店舗による飲食提供を主な事業としており、報告セグメントは当該事業のみであるため、記

載を省略しております。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年３月１日　至　平成24年５月31日）

当社グループは店舗による飲食提供を主な事業としており、報告セグメントは当該事業のみであるため、記

載を省略しております。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年５月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年５月31日）

　　１株当たり四半期純利益金額又は

　　１株当たり四半期純損失金額（△）
△5円32銭 15円54銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額又は

四半期純損失金額(△)（千円）
△81,519 237,916

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は

四半期純損失金額(△)（千円）
△81,519 237,916

普通株式の期中平均株式数（株） 15,314,738 15,314,738

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成 24年 ７月 ９日

　株式会社クリエイト・レストランツ・ホールディングス

　　取　締　役　会　御　中　　　　　

有限責任監査法人　トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　原　田　 誠　司　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　髙　橋　 正　伸　印　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社クリエイ

ト・レストランツ・ホールディングスの平成24年３月１日から平成25年２月28日までの連結会計年度の第１四半期連結

会計期間（平成24年３月１日から平成24年５月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年３月１日から平成24

年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括

利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社クリエイト・レストランツ・ホールディングス及び連結子会社

の平成24年５月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　

　

EDINET提出書類

株式会社クリエイト・レストランツ・ホールディングス(E05517)

四半期報告書

16/16


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更
	四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	追加情報
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

